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7
人
制
ラ
グ
ビ
ー
と
は
？

男女ともにリオデジャネイロオリンピックでの活躍に期待！ Mai Groves / Shutterstock.com

今
年
の
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
か
ら
採
用
さ
れ

た「
7
人
制
ラ
グ
ビ
ー
」
と
は
一
体
ど
う
い

う
も
の
な
の
か
。
歴
史
的
に
は
、
1
8
8
3

年
に
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
の
メ
ル
ロ
ー
ズ
と

い
う
街
で
15
人
制
の
ラ
グ
ビ
ー
の
試
合
を

や
ろ
う
と
し
た
の
に
、
人
数
が
集
ま
ら
ず
、

7
人
同
士
で
試
合
を
し
た
こ
と
に
始
ま
る
。

英
語
で
はR

ugby sevens

と
表
記
す
る

「
7
人
制
ラ
グ
ビ
ー
」
の
ル
ー
ル
は
、
例
外

は
い
く
つ
か
あ
る
も
の
の
、「
15
人
制
ラ
グ

ビ
ー
」と
ほ
ぼ
同
じ
で
あ
る
。特
に
、フ
ィ
ー

ル
ド
は
ま
る
で
同
じ
の
長
さ
1
0
0
メ
ー

ト
ル
、
幅
70
メ
ー
ト
ル
で
あ
る
。
と
い
う
こ

と
は
、
15
人
で
守
る
と
こ
ろ
を
7
人
だ
け
で

や
ら
な
く
て
は
な
ら
ず
、「
も
の
す
ご
く
き

つ
い
」と
い
う
の
が
経
験
者（
筆
者
）の
正
直

な
気
持
ち
で
あ
る
。
ラ
グ
ビ
ー
ボ
ー
ル
に

初
め
て
触
れ
た
40
年
前
だ
っ
た
ら
な
ん
と

か
な
る
か
も
し
れ
な
い
が
。

そ
の
と
て
も
き
つ
い「
7
人
制
ラ
グ

ビ
ー
」に
は
15
人
制
と
は
違
う
独
自
の
ル
ー

ル
が
あ
る
。
試
合
時
間
が
前
後
半
7
分
ず

つ
で
1
分
の
休
憩
を
挟
ん
で
行
わ
れ
る（
15

人
制
で
は
前
後
半
40
分
ず
つ
で
休
憩
10
分
）。

7
人
の
構
成
は
、
3
人
が
フ
ォ
ワ
ー
ド
で
4

人
が
バ
ッ
ク
ス
で
あ
る（
15
人
制
で
は
フ
ォ

ワ
ー
ド
8
人
、
バ
ッ
ク
ス
7
人
）。
15
人
制

よ
り
走
る
機
会
が
は
る
か
に
多
く
、
フ
ォ

ワ
ー
ド
、
バ
ッ
ク
ス
と
も
持
久
力
が
あ
っ
て

さ
ら
に
ス
ピ
ー
ド
の
あ
る（
往
年
の
私
の
よ

う
な
？
）選
手
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

こ
の
8
月
の「
7
人
制
ラ
グ
ビ
ー
」
の
男

女
の
日
本
代
表
の
活
躍
に
期
待
し
た
い
。

商
学
部

寺
内
一
教
授

TAKACHIHO

Visionary
Leader’s
［ Vol.9 ］

　  22016/7  Vol.58

C O N T E N T S

2016 / 7  Vol.58

TAKACHIHO Visionary Leader’s　寺内 一 教授

特集   僕らの私たちの
SUMMER
CHALLENGE 2016 　 3

OFF Campus Life             　　　     6

ハンボルト大学・上海師範大学
留学に向けた意気込み　　　　　　　　　      8

就職活動情報局    9

ゼミナール紹介 佐藤ゼミ   笹金ゼミ   10

2

T A K A C H I H O  U N I V E R S I T Y

学術研究の真実 12
Interview
三入 友紀／坂本 元気 13

キラリ学生  special 14

ご当地自慢 ～静岡県～　 15

平成27年度決算・平成28年度予算 16

News & Information 18

編集後記　 19



経営学部　起業・事業承継コース　3年
栃木県立佐野松桜高等学校出身
園田ゼミ

髙橋広男

人間科学部　人間科学専攻　1年
神奈川県立大師高等学校出身、吉原ゼミ

鈴木 優

人間科学部　人間科学専攻　2年
東京都立松原高等学校出身
小向ゼミ、スキー部

山本磨冬

商学部　マーケティングコース　4年
東京都私立関東第一高等学校出身
硬式野球部　主将

小出 壌

人間科学部　人間科学専攻　4年
東京都立府中東高等学校出身
新井ゼミ

原嶋 彩

経営学部　企業経営コース　4年
東京都私立目黒学院高等学校出身
降籏ゼミ、アメリカンフットボール部　主将

土渕優大
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僕らの
私たちの

練習もヒットも
ハードに
いきます！

冬に自己ベスト
を更新できるよ
うにする！

秋は
ラストシーズン！
自分の集大成！！ 

就職活動で
納得できる
結果を目指す

SUMMER
CHALLENGE

　　
　   こ

の夏の目標を聞きました！

在学生にこの夏に挑戦することを聞いてみました。

それぞれの目指す目標は異なりますが、

すでに動き始めています！

5か国を一人旅。
多くのことを
経験してきます！

先輩達に
追いつけるよう
頑張ります！



経営学部　企業経営コース　3年
国立東京大学教育学部附属中等教育学校出身、黒川ゼミ
ゼミナール連合本部、バドミントン愛好会

菅野谷 颯太　
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この夏の委員長としての目標は「各

ゼミのみなさんが最高の発表ができ

る場を提供する」を実現するよう、役

員が一丸となり、企画を運営できる

環境を整えることです。また昨年度、

私たち3年生が先輩たちに教えてい

ただいたように、今年度もできる限

り多くのことを2年生に伝えていき

ます。そして、後輩たちと共に発表

会を良いものにしたいという思いが

あります。ゼミナール連合本部一同、

ゼミ生の皆様が最高の発表ができる

よう準備を進めてまいります。

高千穂祭実行委員会では、高千穂祭

に関わった全ての人々が楽しいと感

じて頂くことを目指し、実行委員は

当日まで準備を進めていきます。

この夏は、夏の暑さよりも、熱い情

熱を持ち、実行委員全員が元気で笑

顔溢れて仕事をこなすこと。高千穂

祭は10月の下旬に行われ少し肌寒

い時期ですが、実行委員の情熱で最

大限に熱い会場をご用意し、模擬店、

企画、トークショー、コンサートで

来場者の皆様を興奮の渦へ巻きこみ

ます。是非、第51回高千穂祭に期待

してください。

私の今夏のオープンキャンパスでの

目標は、受験生に高千穂大学の魅力

を沢山伝え、一人でも多く「高千穂

大学へ入りたい」と思ってもらうこ

とです。私は今年4年生となり、大学

での思い出が山ほどあります。入試、

授業、部活動、ゼミナール活動、課外

講座など私が受験生だったときに知

りたかった情報を、自分の経験を踏

まえて話すことで、高千穂大学につ

いて理解を深めてもらえたらと思い

ます。笑顔と元気を大切に、私らし

く今年も学生スタッフとして頑張り

ます！

役員が一丸となり、
最高の場を提供します

みんなの情熱で
大学を熱く盛り上げます

高千穂の魅力、
たくさん伝えます！

商学部　マーケティングコース　3年
東京都私立中央学院大学中央高等学校出身
新津ゼミ、高千穂祭実行委員会、フットサル愛好会

土信田 幸太　

商学部　会計コース　4年　
東京都立晴海総合高等学校出身、西山ゼミ

髙家 絵里香

11月に開催されるゼミナール発表会に向けて、
着実にものごとを進めていきます。

さまざまな局に分かれて準備をすすめ、素晴ら
しい高千穂祭を目指します。

受験生が抱える悩みや知りたい情報を、自分の
実体験を通して伝えていきます。

オープンキャンパス
学生スタッフ

ゼミナール連合本部
委員長

高千穂祭実行委員会
委員長

010203
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僕らの私たちの

今年のインター大会には「労働」「介護」「保育」「障害」「年金」の5つの

グループに分れて出場します。それぞれの観点から、今回のテーマで

ある「少子化問題」について論文を作成中です。観点が違うので、同じ

テーマでも様々な政策の提案がされていてとても面白いです。今回の

大会では入賞出来るように頑張ります。

永井ゼミでは、マーケティング情報論の視点から、大企業・中小企業・ベ

ンチャー企業の幅広いビジネス・トピックスを対象に、各自の問題意識

に基づいて課題を見つけ、その分析に取り組んでいます。ゼミナール

発表会には2チームが参加します。そのために夏には企業見学と合宿を

行い、発表内容をブラッシュアップさせていきます。

漫画研究会は、夏のコミックマーケットに当選しました。現在、クオリ

ティの高い部誌を完成させるために部員一丸となって鋭意制作中です。

もし一緒にコミケに参加してみたい学生がいましたら、これからでも

間に合います。随時部員を募集していますので、漫画を読むのが好き

な方、書くのが好きな方はぜひ一度見学に来てください！

今年の夏は山梨にて夏合宿を予定しています。暑い中での集中した練習

で、部員全員の成長を促していきたいです。厳しいだけの合宿ではなく、

大学生活の思い出に残るような楽しい合宿にもしたいと思っています！

大学では毎週水曜日の放課後体育館で活動をしています。時に厳しく、

時に楽しく、和気藹々と活動しています。見学歓迎です！

入賞目指して
頑張ります！

初めてのゼミナール
発表会に向けて

夏コミにむけて
準備を進めています

合宿で心身ともに
成長してきます

インター大会参加
迫ゼミ

新しいゼミ
永井ゼミ

漫画研究会

フットサル愛好会

04

05

06

07

SUMMER 
CHALLENGE
SUMMER
CHALLENGE



頑張れる
秘訣はここにある

Campus 
Life

OFF

　  62016/7  Vol.58

P
ark

C
afe

東京はさまざまな観光スポットや
イベントが季節ごとに開催され、
多くの人たちを魅了します。

大学の研究や部活・サークル活動を
“ON”、大学以外を“OFF”とすると、

OFFを充実させることはONや
大学生活全体をも充実させることに繋がります。

今回は高千穂大学の在学生が、
東京でどんなOFFを過ごしているか

みなさんにご紹介します。

くつろぐ 話す

私は井の頭公園をおすすめします。大

きな池を中心にたくさんの木々が囲む

公園です。春は満開の桜のなか、お花見

を楽しむ人でとても賑わいます。また、

売店もたくさんあり、池ではボートに

乗ることもできます。大学からだと20

分ほどで着くので気軽に行くことがで

きます。

アースカフェ代官山店はロサンゼルス

発祥のカフェでメニューもとても豊富

ですし、テラス席はペット同伴可なので

ゆっくりくつろげます。代官山蔦屋書店

にはスターバックスが店内に併設され

ており本をゆっくり読む事が出来ます。

また、ビーチをイメージしたBONDAI 

CAFE もおすすめです。

自分をリセットできる
空間があります

東京にはオシャレな
カフェがたくさん！

経営学部　
企業経営コース　4年
東京都立足立西高等学校出身
西山ゼミ、学友会本部、
高千穂祭実行委員会

加藤美穂

経営学部　
企業経営コース　3年
東京都私立日本工業大学駒場
高等学校出身、
竹内慶司ゼミ、フットサル愛好会

大山港平

案内人案内人

Urth Caff e JAPAN（アースカフェ）代官山店井の頭公園

スターバックス コーヒー 代官山　蔦屋書店桜が満開

BONDI CAFE YOYOGI BEACH PARKボートも利用できます

東京を話す、くつろぐ、食べる、観る、楽しむ、
西永福の6つのカテゴリーに分けてご紹介。
東京・杉並にある高千穂大学の学生生活は、
あなたの人生を大きく変えることになるで
しょう。ぜひ、参考にしてみてください。

イラスト／酒井マオリ
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案内人案内人案内人 案内人

Eggs  'n Things 原宿店和田掘り公園三鷹の森ジブリ美術館東京三大花火大会の一つ江戸川花火大会

くりこ庵　京急蒲田店土鍋餃子専門店山種美術館東京側と千葉側の河川敷から見られます

美登利総本店 梅丘本館エベレストダイニング・ネパール料理専門店国立西洋美術館席取りは昼から行われています

F
o

o
d

食べる

Eggs 'n Thingsはゼミナール

発表会や部活の試合が終わった

後など、ご褒美感覚で食べるパ

ンケーキが最高です！くりこ庵

は蒲田店限定京急電車焼きが小

腹がすいた時にオススメ。美登

利寿司総本店は高級寿司が安く

＆食べ放題です！

和田掘公園は、今話題『火花』に

出てくる公園。武蔵野園の親子

丼がとにかく美味しいです！

土鍋餃子専門店は、ランチや夕

方のセットがお得！エベレスト

ダイニング・ネパール料理専門

店は、本格的なカレー＆ナンを、

学割で食べられます。

三鷹の森ジブリ美術館はテー

マパークのような場所。ジブリ

ファンは必見です。また、予備

校講師の林修さんが大絶賛の速

水御舟が公開されている日本画

専門の山種美術館、上野公園の

中にある西洋美術専門の国立西

洋美術館もおすすめです。

東京では隅田川や東京湾の花火

大会が有名ですが、私は江戸川

花火大会が一番おすすめです。

音楽にのせてリズムよく打ちあ

がる花火は大迫力です。打上げ

会場が江戸川の中なので東京側、

千葉側の両方の土手が観客席に

なりとても観やすいです。

自分へのご褒美には
ピッタリ

経営学部　
企業経営コース　4年
神奈川県私立横浜女学院高等
学校出身
河合ゼミ、アメリカンフットボール部

島田 恵

N
ishieifuku

西永福

西永福はカレーや
コーヒーで有名です

商学部　
マーケティングコース　2年
栃木県立栃木商業
高等学校出身
庄司ゼミ、漫画研究会

飯塚美咲

Tourism

観る

観て楽しめるのも
東京の醍醐味

経営学部　
企業経営コース　4年
東京都私立聖パウロ学園
高等学校出身
河合ゼミ

河内大樹

E
vent

楽しむ

夏は花火大会！
迫力が違います！！

経営学部　
企業経営コース　4年
東京都私立錦城学園
高等学校出身
恩藏ゼミ

西田千紗
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California

留学に向けた意気込み

【  OVERSEAS TRAINING REPORT 】

Humboldt State 
University

SHANGHAI NORMAL 
UNIVERSITY

 San Franciscoハンボルト大学
上海師範大学

★★

この夏中国・上海師範大学に短期留学に出発する8名、秋学期にアメリカ・ハンボルト大学に
中期留学に出発する1名の意気込みをご紹介します。

カリフォルニア州の北
部にある州立ハンボル
ト大学。サンフランシ
スコから飛行機で約1
時間の場所にあります。

留学先／ハンボルト大学

留学先／上海師範大学

留学先／上海師範大学

留学先／上海師範大学

留学先／上海師範大学

留学先／上海師範大学

留学先／上海師範大学

留学先／上海師範大学

留学先／上海師範大学

浦東国際空港と虹橋国
際空港からバスやタク
シーで30分で行けます。

商学部　金融コース　2年
東京都立府中高等学校出身
楠美ゼミ、美術部

進藤まどか

この留学が初めての海外ということでとて
も緊張していますが、異なる文化・言語の中
でどれだけ自分がやっていけるのか、どれ
だけのことを吸収して日本に帰ってこれる
のか、楽しみつつ交流し、英語を自分のもの
にしてきたいと思います。

新しい環境で
挑戦する

商学部　会計コース　2年
茨城県私立つくば開成高等学校出身
竹内淨ゼミ

室川央伽

大学２年生になって留学生の友達ができた
ことがきっかけで、中国へ留学に行くことを
決めました。今は中国を知ることや語学を学
ぶことに対するワクワクした気持ちでいっぱ
いです。留学を通して、一つでも自分の強み
を見つけて帰ってきたいと思っています。

自分の強みを
みつける

商学部　商学科　1年
東京都私立安田学園高等学校出身
菊池ゼミ

木村圭汰

中国語は日本にいても十分学ぶことがで
きます。しかし、中国の人の文化や習慣は
現地でしか学ぶことができません。です
から、この留学は中国語を学ぶだけではな
く中国の様々なことを学んで帰って来よ
うと思います！

中国で様々なことを
学んで来ます！！

経営学部　経営法務コース　3年
東京都私立東京実業高等学校出身
安本ゼミ

菅原将裕

今回の留学は、学生生活での最後のチャン
スなので、思い切り楽しみたいと思います。
中国では自分の足で様々な所に赴き、中国
の方々とのふれあいを大切にして、沢山の
ことを経験していきたいです。そして、これ
からの人生の糧にしたいです。

中国を目で
見て体験したい！

商学部　商学科　1年
東京都立第四商業高等学校出身
菊池ゼミ

本橋由羽

私は中国留学で中国語のスキルアップを
図りたいと思います。2020年には東京五
輪が開催され、その時には沢山の中国人の
方がこの日本に来られると思うので、その
際に会話ができたらいいなと思っていま
す。

中国語の
スキルアップ！

経営学部　経営学科　1年
東京都私立京華高等学校出身
立石ゼミ

三浦康貴

留学には前から興味があったので良い機会
だと思い応募しました。中国語は今まで勉
強したことがありませんが、現地の方と少
しでも喋れるようになりたいので、留学す
る前にしっかり勉強して臨みたいです！

中国語を少しでも
喋れるようになる！

商学部　マーケティングコース　2年
北海道私立クラーク記念国際高等学校出身
菊池ゼミ、美術部

奥沢龍隆

私は今回の中国留学の参加にあたり中国語
のレベルアップを目指します。現在は日常会
話を多少話せます。しかし、所々つっかえた
りして完璧とは言えません。今回の留学を通
し、現地の学生と交流してたくさんの言葉を
学び、中国語を完璧にしたいと思います。

中国語を
マスターしたい！

商学部　商学科　1年
神奈川県立城山高等学校出身
安本ゼミ

樋口華子

私は海外が初めてなので緊張しますが、
せっかく中国語を勉強しているので、中国
に行き中国の人と話す機会を増やせたらい
いなと思います。勉強と同時に異文化体験
をして良いところをしっかり楽しみ、日本
にはない体験をしてきたいと思います。

しっかり勉強して
しっかり楽しむ

人間科学部　人間科学専攻　1年
東京都私立立正大学付属立正高等学校出身
小向ゼミ

吉田良太郎

最近街中で中国語をよく耳にします。中国
語の会話力ゼロでは、中国人に質問されて
も教えてあげるどころか理解すらできませ
ん。会話力をあげるためには、中国で現地
の人と会話をすることが一番です。

習うより
慣れるで参加



高千穂
学生の就職活動を応援します！

就 職  活 動
情報局

I N F O R M A T I O N

学内選抜インターンシップ

受入企業（企業・団体名）

　

今
年
度
も
学
内
選
抜
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ

プ
が
始
動
致
し
ま
し
た
。
今
年
度
で
7
回

目
を
迎
え
ま
す
が
、
過
去
最
大
の
48
名
の

学
生
が
選
考
を
通
過
し
派
遣
さ
れ
る
こ
と

が
決
定
し
ま
し
た
。
6
月
よ
り
複
数
回
に

わ
た
り
事
前
指
導
を
受
け
、
こ
の
夏
休
み

に
実
際
に
企
業
で
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
に

参
加
し
ま
す
。
1
人
ひ
と
り
し
っ
か
り
と

目
的
意
識
を
も
っ
て
実
習
に
励
み
、
1
つ

で
も
多
く
の
こ
と
を
吸
収
し
大
き
く
成
長

し
て
く
れ
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。
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商学部　金融コース 3年
新潟県立巻総合高等学校出身
楠美ゼミ

楡井祐太
社会へ出る上でもっと
視野を広げたい。

経営学部　企業経営コース　3 年
東京都私立目黒学院高等学校出身 
小林ゼミ

児玉卓也
一生懸命頑張ります！

人間科学部　人間科学専攻　3 年
千葉県私立西武台千葉高等学校出身
迫ゼミ

平田雛子
インターシップを通して、
目的を達成できるように
頑張ります。

商学部　会計コース　3 年
新潟県立高田商業高等学校出身 
西山ゼミ、排球部

長瀬あづさ
何事にも真剣に取り組
み、多くの経験ができる
ように頑張る。

経営学部　企業経営コース　3 年
東京都私立多摩大学目黒高等学校出身
竹内慶司ゼミ、バドミントン愛好会

宮本康平
今回の機会を自分の身
にできるよう一生懸命
頑張ります。

商学部　金融コース　3 年
東京都立第五商業高等学校出身
楠美ゼミ

村木 凱
少しでも多く社会につ
いて学びたいです。

商学部　マーケティングコース　3 年
東京都私立昭和第一学園高
等学校出身、庄司ゼミ

栁澤明里
インターシップを通して
仕事の知識を身に付け、
今後に活かしていきた
いです。

人間科学部　人間科学専攻　3 年
東京都立本所高等学校出身
迫ゼミ

佐藤杏香
学内インターンシップ生
として、目的を持ってイ
ンターンシップに臨みま
す。

人間科学部　人間科学専攻　3 年 
神奈川県私立横須賀学院高等学校出身
迫ゼミ

黒坂康平
一つでも多くのことを得
られるように頑張ります。

派遣先企業
株式会社紀伊國屋書店

派遣先企業
リゾートトラスト株式会社

派遣先企業
西武信用金庫

派遣先企業
株式会社東計電算

派遣先企業
ＳＭＢＣ日興証券株式会社

派遣先企業
橋本産業株式会社

派遣先企業
株式会社小田急トラベル

派遣先企業
株式会社小田急リゾーツ

派遣先企業
フジモトＨＤ株式会社

派遣先企業
京王観光株式会社

派遣先企業
株式会社オンワード樫山

派遣先企業
ＩＭＳグループ

商学部　会計コース　3 年
新潟県立高田商業高等学校出身
石井ゼミ、排球部

山田真愛
社会人としてのマナー、
常識を学び自己理解、ス
キル理解を目標とし頑
張ります。

経営学部　企業経営コース　3 年
埼玉県立越ケ谷高等学校出身
大島ゼミ

胡 俊杰
日本のIT企業を現場で
体感してみたいと思い
ます。

人間科学部　人間科学専攻　3 年
東京都立光丘高等学校出身
迫ゼミ、体育会本部、排球部

西島千草　
実習内容は自分のため
に！！実習先では誰かの
ために！！自分らしく頑
張ります！

ＩＭＳグループ

株式会社映像センター

ＳＭＢＣ日興証券株式会社

株式会社小田急トラベル

株式会社小田急リゾーツ

株式会社オンワード樫山

株式会社紀伊國屋書店

京王観光株式会社

サミット株式会社

株式会社城南サービス

杉並区

西武信用金庫

株式会社東計電算

ネッツトヨタ東埼玉株式会社

橋本産業株式会社

フジモトＨＤ株式会社

株式会社文化堂

前田建設工業株式会社

株式会社丸和運輸機関

リゾートトラスト株式会社

株式会社リネックス

株式会社ワークス

渡辺パイプ株式会社

（50音順）

今年度インターンシップに参加する学生たち
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TAKACHIHO
SEMINAR

Close up!

国
の
大
学
生
の
常
識
は
、
学
生
時
代

に
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
（
企
業
研

修
）と
サ
ー
ビ
ス
ラ
ー
ニ
ン
グ
（
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
活
動
）を
体
験
す
る
こ
と
で
あ
る
。
大
学

の
合
否
に
は
、
地
域
や
社
会
の
為
に
何
を
体

験
奉
仕
し
て
き
た
の
か
が
重
要
な
要
因
で
あ

る
。
単
に
、
学
校
の
成
績
の
み
を
評
価
は
し

な
い
。
実
社
会
を
見
て
、
体
験
す
る
こ
と
が
、

入
学
後
の
学
生
生
活
や
勉
学
に
も
深
い
影
響

を
与
え
て
い
る
。

　
大
学
で
の
学
問
は
、
社
会
に
役
立
つ
よ
う

な
実
学
で
な
く
て
は
い
け
な
い
。
大
学
の
教

育
は
「
知
行
合
一
」で
な
く
て
は
い
け
な
い
。

知
識
を
習
得
し
、
そ
れ
を
実
践
し
て
行
く
実

学
教
育
で
あ
る
。

　
日
本
の
一
部
の
人
達
は
、
東
南
ア
ジ
ア
の

国
々
に
行
っ
て
、
学
校
を
作
っ
て
い
る
。
こ

の
運
動
は
色
々
な
組
織
や
団
体
を
通
し
て
継

続
さ
れ
て
い
る
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
目

的
は
、
参
加
者
一
人
一
人
が
違
う
。
し
か
し
、

想
い
は
同
じ
で
あ
る
。
そ
こ
に
困
っ
て
い

る
人
が
い
る
、そ
れ
で
十
分
な
理
由
に
な
る
。

一
人
の
力
は
弱
く
、限
度
が
あ
る
が
、そ
の
一

人
一
人
の
力
が
合
わ
さ
れ
ば
大
き
な
力
に
な

る
。
国
内
外
を
問
わ
ず
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活

動
を
求
め
て
い
る
な
ら
、行
動
し
て
み
よ
う
。

　
前
期
は
本
を
読
ん
だ
り
、
ゼ
ミ
の
先
輩
に

話
を
聞
い
た
り
、
外
部
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活

動
に
参
加
し
た
方
に
来
て
話
を
し
て
も
ら

い
ま
す
。
夏
休
み
は
ゼ
ミ
合
宿
で
、
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
を
体
験
し
ま
す
。
後
期
は
、
ゼ

ミ
ナ
ー
ル
発
表
会
に
向
け
て
の
活
動
に
な
り

ま
す
。

　
今
年
度
は
、
ゼ
ミ
長
の
広
瀬
君
が
中
心
と

な
り
、
海
外
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
経
験
の
あ
る
学

生
の
知
識
と
、
パ
ワ
ー
の
あ
る
運
動
部
の
学

生
を
活
か
し
た
総
合
的
な
力
で
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
活
動
を
行
い
、
社
会
に
大
き
く
貢
献
し
て

い
ま
す
。

　
ゼ
ミ
活
動
は
年
々
活
発
に
な
っ
て
お
り
、

新
た
に
被
災
地
を
含
め
た
、
各
地
域
の
活
性

化
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
な
ど
に
も
参
加
す
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。
地
域
力
の
向
上
・
復
興

を
目
指
し
、
ゼ
ミ
内
で
日
々
、
研
究
・
調
査
を

行
っ
て
い
ま
す
。

A student’s voice 

佐藤ゼミ

米

商学部
教授

佐藤孝一

海
外
で
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と

イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
研
究
を
進
め
て
い
ま
す

■担当科目

■略歴

英語、TOEIC英語、専門ゼミ

桜美林大学　文学部　卒業
明治学院大学大学院　修士課程　修了　　
駒沢大学大学院　博士課程修了
米国　ウエスタンミシガン大学　修士課程　修了

佐藤ゼミでは、ボランティアについて
研究する時間と実際にボランティアを
行う時間があります。海外でのボラン
ティアを目的としていますが、一人暮
らしや金銭的に厳しい方のために、海
外は行ける方々で、普段は関東圏内で
ボランティアをしています。

商学部　マーケティングコース　2 年
東京都立片倉高等学校出身
硬式野球部

高井幹太
優しくて面白くて、話しているとすご
く楽しい先生です。世界中に知り合い
が多く、また、先生自身も海外での経
験が豊富なので、旅行でもボランティ
アでも海外へ行く際は、いろんな情報
を教えてくれます。先生と話せば、安
心して海外に行けます！

商学部　マーケティングコース　2年
東京都私立昭和第一高等学校出身
アメリカンフットボール部

疋田路威
ゼミでは、話し合うだけでなく、み
んなでボランティアをするので、人
との関わりや自主性、思いやりの心
を養うことができます。実際に行
動することで、座学では得られない、
貴重な体験ができるのでとてもやり
がいを感じます。

経営学部　企業経営コース　4年
東京都私立豊南高等学校出身
硬式野球部

宮野稔也
東南アジアの国々を中心に、実際に現
地へ行き、世界の貧困状況について
研究をしています。カンボジア、フィ
リピンへボランティアに行き、地雷に
よって手足を失ってしまった方、薬物
や犯罪の絶えないスラムで生活してい
る方との交流をしてきました。

商学部　マーケティングコース　3年
東京都立第四商業高等学校出身

広瀬孔一

ゼ
ミ
ナ
ー
ル
紹
介
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笹金ゼミ

Close up!

度
情
報
化
社
会
」に
対
応
す
る
た

め
、
本
学
に
も
い
く
つ
か
の
情
報

関
連
科
目
が
用
意
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
コ

ン
ピ
ュ
ー
タ
技
術
や
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
技
術

（
I
T
ま
た
は
I
C
T
）が
日
々
進
化
す
る

中
で
、
毎
日
の
よ
う
に
新
し
い
ア
イ
デ
ア
や

サ
ー
ビ
ス
が
生
ま
れ
て
い
る
現
状
を
、
体
系

的
に
情
報
関
連
科
目
の
な
か
で
、
十
分
伝
え

る
こ
と
に
は
限
界
が
あ
り
ま
す
。
そ
こ
で
、

本
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
で
は
、
そ
う
い
っ
た
情
報
関

連
の
ホ
ッ
ト
な
話
題
に
つ
い
て
、
掘
り
下
げ

て
調
査
・
研
究
し
、考
察
し
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。
こ
う
い
っ
た
視
点
か
ら
、
ゼ

ミ
生
に
は
私
な
り
に
、
I
C
T
関
連
の
最
新

動
向
を
伝
え
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
が
、
最

終
的
に
は
ゼ
ミ
生
の
意
思
に
よ
っ
て
研
究

テ
ー
マ
を
決
定
し
、
2
・
3
年
生
か
ら
構
成

さ
れ
る
第
1
ゼ
ミ
で
は
ゼ
ミ
発
表
会
で
発
表

し
て
い
ま
す
。
一
方
、
4
年
生
（
第
2
ゼ
ミ
）

は
、
各
自
の
選
ん
だ
テ
ー
マ
で
卒
論
を
書
き

ま
す
。
参
考
ま
で
に
、
昨
年
度
の
ゼ
ミ
発
表

会
の
三
発
表
の
テ
ー
マ
は
、「
監
視
カ
メ
ラ
」

「
p
e
p
p
e
r 

〜
予
想
外
の
未
来
が
や
っ

て
く
る
〜
」「
I
o
T 

〜
モ
ノ
の
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
〜
」で
す
。
ま
た
、
2
0
1
1
年
度
卒

業
生
で
あ
る
井
能
雅
紀
さ
ん
の
卒
論
「
移
動

通
信
端
末
に
お
け
る
マ
ル
チ
ホ
ッ
プ
通
信
」

で
は
論
文
賞
を
頂
き
ま
し
た
。

　
ま
た
、「
経
営
学
部
の
中
の
情
報
系
ゼ
ミ
」

で
あ
る
こ
と
を
意
識
し
た
と
き
に
最
も
ふ
さ

わ
し
い
基
礎
的
な
国
家
資
格
は
、「
I
T
パ
ス

ポ
ー
ト
」で
あ
る
と
認
識
し
て
お
り
ま
す
の

で
、
I
T
パ
ス
ポ
ー
ト
受
験
の
た
め
の
教
科

書
を
ゼ
ミ
の
テ
キ
ス
ト
と
し
て
用
い
、
テ
キ

ス
ト
に
沿
っ
た
勉
強
も
ゼ
ミ
内
で
行
っ
て
い

ま
す
。
た
だ
し
、
残
念
な
こ
と
に
こ
の
数
年

I
T
パ
ス
ポ
ー
ト
合
格
者
が
ゼ
ミ
か
ら
出
て

い
な
い
の
で
、
指
導
法
を
反
省
し
て
い
る
の

が
実
情
で
す
。

　
以
上
の
よ
う
に
、
ま
だ
ま
だ
結
果
が
伴
っ

て
お
り
ま
せ
ん
が
、
ゼ
ミ
活
動
の
基
本
は
学

生
主
体
の
「
ア
ク
テ
ィ
ブ
ラ
ー
ニ
ン
グ
」だ

と
思
い
ま
す
の
で
、
教
育
改
善
を
心
掛
け
つ

つ
、
さ
ら
な
る
学
生
の
成
長
を
促
し
た
い
と

思
う
次
第
で
す
。

A student’s voice 

「
高

経営学部
教授・学長

笹金光徳

「
情
報
通
信
技
術（
I
C
T
）と

現
代
社
会
と
の
か
か
わ
り
」を
テ
ー
マ
と
し
て

ゼミナール紹介

■担当科目

■略歴

【大　学】基礎コンピュータ、データベース、専門ゼミ
【大学院】 情報科学特殊研究、情報科学研究指導、

情報科学特講、情報科学講習

早稲田大学　理工学部　卒業
早稲田大学　理工学研究科　博士後期課程　入学
早稲田大学　理工学研究科　博士後期課程　単位満了　退学

笹金ゼミでは、主に情報関係について
研究しています。先日も東京ビッグ
サイトで開かれたワイヤレスジャパン
2016に行き、最新の情報技術につい
て見てきたところです。国内外の最新
技術に触れ、ゼミへのモチベーション
もより高まりました。

経営学部　企業経営コース　2年
埼玉県立草加東高等学校出身

有賀雄基
私はゼミ長を務めており、毎週のゼミ
で他のゼミ生をまとめることにやりが
いを感じます。今、ゼミではITパスポー
トの勉強をしています。その他にも研
究結果を発表し、ディスカッションす
ることで毎週、新たな知識が増えてい
きます。

経営学部　経営法務コース　3年
埼玉県私立浦和実業学園高等学校出身
バドミントン愛好会

齋藤千成
情報系の笹金ゼミではIT資格の勉強
から、最先端の技術が集まる展示会に
足を運ぶなどして知識を深めています。
現在、日本や世界ではITを扱うことは
不可欠であり、社会人として活躍でき
るための知識を得るため笹金ゼミに入
りました。

経営学部　企業経営コース　3年
千葉県私立あずさ第一高等学校出身

髙麗桜子
笹金先生は話しやすく、とても親しみ
やすいです。ゼミの進行は学生自ら行
いますが、先生に質問した時は適切な
アドバイスを快く返して頂けるので心
強いです。また夏休みにゼミで集まっ
たときには、お昼ご飯をご馳走してく
ださいました。

経営学部　経営法務コース　3年
東京都立日野台高等学校出身

佐藤沙衣



先生が普段どんな研究をしているのか、考えたことはありますか？
担当の授業科目以外の事柄についても、

実は見えないところでさまざまな活動をしています。
現在やこれから取り組む研究内容について、

学術研究の真実としてみなさんに紹介したいと思います。
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学術研究の
真 実

サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
・
マ
ネ
ジ
メ

ン
ト
（
S
C
M
）は
、
需
要
と

供
給
の
仕
組
み
を
社
会
全
体
で
最

適
化
し
て
い
く
た
め
の
考
え
方
で
す
。

１
９
８
０
年
代
に
興
り
、９
０
年
代
後

半
、情
報
技
術
の
発
達
と
と
も
に
産
業

界
の
解
決
す
べ
き
重
要
課
題
と
し
て

広
く
一
般
に
知
ら
れ
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。
私
が
院
生
だ
っ
た
２
０
０
３

年
ご
ろ
、
先
生
が
「
日
本
の
製
造
企

業
は
、
現
場
の
生
産
コ
ス
ト
を
下
げ

る
為
の
た
ゆ
ま
ぬ
努
力
を
し
て
き
た

け
れ
ど
、一
歩
外
に
出
れ
ば
、
企
業
間

に
は
山
の
よ
う
に
在
庫
が
積
み
上
が

り
、
S
C
M
と
い
う
観
点
で
は
ま
る
で

経
営
学
の
人
事
管
理
を
研
究
し
て

い
ま
す
。
人
事
管
理
と
は
「
企

業
が
経
営
目
標
の
実
現
を
図
る
た
め
に

ど
の
よ
う
に
従
業
員
を
活
用
す
る
か
」

の
管
理
分
野
で
、
そ
の
仕
組
み
が
「
人

事
管
理
制
度
」で
す
。
こ
の
人
事
管
理

制
度
は
そ
れ
自
身
で
最
適
な
仕
組
み
に

構
築
さ
れ
て
い
る
の
で
は
な
く
、
経
営

目
標
の
実
現
を
図
る
た
め
に
策
定
さ
れ

る
経
営
戦
略
と
そ
れ
に
沿
っ
て
展
開
す

る
組
織
戦
略
に
基
づ
い
て
構
築
さ
れ
ま

す
。
人
事
管
理
制
度
は
単
に
企
業
側
の

都
合
だ
け
で
構
築
さ
れ
る
よ
う
に
思
っ

て
し
ま
い
ま
す
が
、
実
際
に
は
労
働
組

合
と
の
話
し
合
い
（
労
使
交
渉
）を
経

て
構
築
さ
れ
て
お
り
、
今
、
企
業
が
導

入
し
て
い
る
人
事
管
理
制
度
は
、
こ
れ

ま
で
の
企
業
側
と
労
働
組
合
側
と
の
話

し
合
い
の
積
み
重
ね
（
歴
史
）を
経
て

構
築
さ
れ
て
い
る
の
で
す
。

グ
ロ
ー
バ
ル
競
争
の
進
展
等
、
企
業

を
取
り
巻
く
経
営
環
境
は
変
化
し
て
お

り
、
企
業
は
市
場
競
争
に
勝
ち
抜
く
た

め
に
経
営
戦
略
を
策
定
し
、
そ
れ
に
併

せ
て
人
事
諸
制
度
も
見
直
さ
れ
て
い
ま

す
。
研
究
す
る
際
に
は
、「
今
」の
動
き

に
注
目
し
て
し
ま
い
が
ち
で
す
が
、
そ

の
動
き
が
ど
の
程
度
の
大
き
さ
な
の
か

を
確
認
す
る
に
は
「
歴
史
」の
視
点
も

必
要
で
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

原
始
時
代
で
す
。」と
お
っ
し
ゃ
っ
た
の

を
よ
く
記
憶
し
て
い
ま
す
。
今
思
う
と
、

そ
の
言
葉
に
衝
撃
を
受
け
た
こ
と
が

S
C
M
研
究
に
取
り
憑
か
れ
る
き
っ
か

け
だ
っ
た
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
あ
れ
か

ら
13
年
の
時
が
経
ち
、
S
C
M
は
当
た

り
前
の
言
葉
に
な
り
ま
し
た
が
、
果
た

し
て
そ
れ
が
当
た
り
前
に
行
な
わ
れ
て

い
る
か
と
い
う
と
、
日
本
で
は
決
し
て

そ
う
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
情
報
通
信
技

術
の
高
度
化
に
よ
っ
て
産
業
構
造
が
劇

的
に
変
化
し
よ
う
と
し
て
い
る
今
、
流

行
り
の
バ
ズ
ワ
ー
ド
と
し
て
で
は
な
く
、

真
の
意
味
で
S
C
M
を
捉
え
直
す
必
要

が
あ
り
ま
す
。

経
営
学
部

教
授田

口
和
雄

経
営
学
部

准
教
授

河
合
亜
矢
子

【Vol.1】

（上）チェーン内知識共有の効果は大きい
（右上）有機的につながるSCMを目指す
（右下）パラメータを変化させてパフォーマンス
を観察する

今
こ
そ
本
気
で
、

サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

研
究
に
は

「
今
」と「
歴
史
」の

両
方
の
視
点
が
必
要

事業目的

人事制度

経営戦略

組織戦略

話し合い

経営側 労働組合側
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「
自
分
に
素
直
に
な
る
こ
と
」で
道
が
開
け
た

限
り
あ
る
時
間
を
学
び
の
機
会
に

私
は
2
児
の
母
。
保
育
園
と
小
学
校
に
通

う
子
供
を
育
て
な
が
ら
家
族
の
協
力
の
元
、

リ
ン
パ
ド
レ
ナ
ー
ジ
ュ
や
リ
フ
レ
ク
ソ
ロ

ジ
ー
の
お
う
ち
サ
ロ
ン
を
営
ん
で
い
ま
す
。

大
学
を
卒
業
後
、
事
務
職
に
つ
き
ま
し
た

が
心
機
一
転
「
人
と
接
し
て
体
を
使
う
リ

ラ
ク
ゼ
ー
シ
ョ
ン
業
」に
飛
び
込
み
ま
し
た
。

初
め
は
お
客
様
が
く
つ
ろ
ぐ
姿
や
「
あ
り
が

と
う
」の
言
葉
に
喜
び
を
感
じ
ま
し
た
。
そ

の
う
ち
施
術
を
通
じ
て
通
い
合
う
「
言
葉
の

い
ら
な
い
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
」の
奥
深

さ
に
魅
了
さ
れ
続
け
て
い
ま
す
。

出
産
を
機
に
育
児
中
心
の
生
活
に
な
り
楽

し
い
半
面
心
に
余
裕
が
な
か
っ
た
私
は
、
メ

デ
ィ
ア
の
先
入
観
に
踊
ら
さ
れ
「
子
育
て
＝

ブ
ラ
ン
ク
」と
マ
イ
ナ
ス
に
考
え
、
焦
る
気

持
ち
が
強
か
っ
た
で
す
。
し
か
し
、
子
供
と

過
ご
す
う
ち
に
私
の
勘
違
い
だ
と
気
付
き
ま

し
た
。
子
供
は
素
直
で
自
由
で
す
。
そ
れ
故
、

宇
宙
人
の
よ
う
な
言
動
に
ハ
ラ
ハ
ラ
し
ま
す

が
、
大
人
の
想
像
を
超
え
た
発
想
力
に
刺
激

を
も
ら
っ
て
い
ま
す
。
子
供
が
備
え
る
「
お

お
ら
か
さ
・
素
直
さ
・
優
し
さ
」は
、
忙
し
く

私
は
現
在
、toB

e

マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ（
株
）

に
参
画
し
企
業
の
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
活
動
の

支
援
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。
社
会
人
17
年
目

に
な
り
ま
す
が
、
こ
れ
ま
で
メ
ー
カ
ー
〜
IT

ベ
ン
チ
ャ
ー
〜
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
会
社
を

経
て
、
多
く
の
経
験
を
積
む
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。

在
学
中
は
、
ア
メ
リ
カ
ン
フ
ッ
ト
ボ
ー
ル

部
に
所
属
し
、
4
年
間
の
大
半
を
部
活
動
に

費
や
し
ま
し
た
が
、
そ
れ
が
今
の
社
会
人
人

生
に
大
き
く
役
立
っ
て
い
る
と
感
じ
て
い
ま

す
。
大
学
生
活
の
4
年
間
は
、
人
間
形
成
や

将
来
の
人
生
設
計
に
大
き
く
影
響
を
与
え
る

大
切
な
時
期
で
す
。
大
学
は
学
生
に
対
し
て
、

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
な
ど
を
通
じ
て
、
た
く
さ
ん

の
学
び
を
得
る
機
会
を
提
供
し
て
く
れ
ま
す
。

そ
の
思
い
を
し
っ
か
り
と
受
け
止
め
、
多
く

の
知
識
を
吸
収
し
て
、
大
い
に
成
長
し
て
ほ

し
い
と
思
い
ま
す
。

私
自
身
、
会
社
経
営
と
い
う
重
責
を
担
っ

て
い
ま
す
が
、
学
生
時
代
に
学
ぶ
機
会
を
逸

し
て
し
ま
っ
た
た
め
、
今
に
な
っ
て
苦
労
す

る
こ
と
が
多
々
あ
り
ま
す
（
笑
）。

過
ご
す
中
で
忘
れ
が
ち
な
気
持
ち
や
、「
自
分

の
個
性
」を
大
切
に
す
る
こ
と
を
気
付
か
せ

て
く
れ
ま
し
た
。
仕
事
に
お
い
て
も
、
以
前

と
は
考
え
方
が
変
わ
り
、
体
と
心
の
バ
ラ
ン

ス
を
整
え
る
こ
と
が
大
切
だ
と
思
う
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。

私
が
迷
っ
た
時
は
、
家
族
同
然
の
大
学
時

代
の
友
人
が
心
強
い
味
方
で
し
た
。
卒
業
し

て
20
年
近
く
経
ち
ま
す
が
、
今
で
も
共
に
笑

い
合
い
、
時
に
は
叱
っ
て
く
れ
る
仲
間
は
本

当
に
有
難
い
存
在
で
す
。
大
学
生
活
を
仲
間

と
過
ご
せ
た
こ
と
が
、
当
時
の
私
に
と
っ
て

大
き
な
自
信
と
な
り
「
い
い
縁
に
恵
ま
れ

た
」と
今
改
め
て
感
謝
の
気
持
ち
で
い
っ
ぱ

い
で
す
。

知
見
を
広
げ
て
自
分
自
身
の
人
生
設
計

や
人
生
観
・
哲
学
を
確
立
す
る
こ
と
も
お
勧

め
し
ま
す
。
学
校
内
で
の
学
び
・
級
友
と
の

交
流
は
も
ち
ろ
ん
重
要
で
す
が
、
そ
れ
だ
け

で
は
な
く
、
校
外
の
人
と
の
関
わ
り
も
ぜ

ひ
増
や
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。
他
校
の
生
徒

や
O 

B
・
O 

G
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
、

ビ
ジ
ネ
ス
系
セ
ミ
ナ
ー
な
ど
を
通
じ
て
関
わ

り
を
持
っ
た
方
と
の
交
流
も
い
い
と
思
い
ま

す
。
そ
の
交
流
を
通
じ
て
、
自
分
が
ど
う
な

り
た
い
か
、
将
来
の
人
生
プ
ラ
ン
を
ど
う
し

て
い
き
た
い
か
、
答
え
は
す
ぐ
に
で
な
い
と

思
い
ま
す
が
、
そ
の
経
験
が
社
会
人
に
な
っ

て
必
ず
活
き
て
き
ま
す
。

時
間
は
有
限
で
す
。
素
晴
ら
し
い
キ
ャ
ン

パ
ス
ラ
イ
フ
を
ぜ
ひ
送
っ
て
く
だ
さ
い
。
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十二経絡リンパドレナージュ　心と体の
バランスを整えて本来の自分へ



学生

当
日
は
、
天
候
に
も
恵
ま
れ
無
事
に
第
47

回
体
育
祭
を
開
催
で
き
ま
し
た
。
初
め
て
の

競
技
を
取
り
入
れ
た
体
育
祭
で
し
た
が
、
参

加
し
て
い
た
だ
い
た
皆
様
の
協
力
も
あ
り
ス

ム
ー
ズ
に
進
行
出
来
ま
し
た
。
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。
先
輩
方
や
体
育
祭
に
出
席

し
て
頂
い
た
方
々
か
ら
「
楽
し
か
っ
た
よ
！
」、

「
あ
り
が
と
う
」な
ど
の
言
葉
を
た
く
さ
ん
頂

き
、
み
ん
な
で
頑
張
っ
た
甲
斐
が
あ
り
と
て

も
嬉
し
か
っ
た
で
す
。（
中
里
さ
ん
）

1
番
の
山
場
で
あ
る
体
育
祭
は
準
備
が
凄

く
大
変
で
し
た
。中
学
・
高
校
の
体
育
祭
と
違

い
種
目
や
ル
ー
ル
も
一
か
ら
作
ら
な
く
て
は

な
ら
な
く
、
分
か
ら
な
い
こ
と
が
多
く
戸
惑

い
が
あ
り
ま
し
た
。
先
輩
や
後
輩
に
助
け
て

頂
い
た
の
は
も
ち
ろ
ん
で
す
が
、
何
よ
り
横

の
繋
が
り
に
助
け
て
も
ら
い
ま
し
た
。
当
日

も
本
部
が
皆
笑
顔
で
体
育
祭
を
行
え
た
の
は

全
て
愉
快
な
同
期
の
お
陰
で
し
た
。
感
謝
し

て
も
し
き
れ
な
い
で
す
。（
養
田
さ
ん
）

大
き
な
ト
ラ
ブ
ル
も
な
く
、
無
事
成
功
し

て
良
か
っ
た
と
い
う
気
持
ち
で
い
っ
ぱ
い
で

し
た
。
一
番
の
盛
り
上
が
り
を
見
せ
た
の
は

1
年
生
が
主
体
と
な
っ
て
発
表
す
る
ニ
ュ
ー

カ
レ
ッ
ジ
コ
ン
テ
ス
ト
。
団
体
に
入
部
し
た

1
年
生
が
、
様
々
な
工
夫
を
凝
ら
し
て
見
て

い
る
方
々
を
楽
し
ま
せ
て
い
ま
し
た
。
六
月

祭
に
協
力
し
て
く
だ
さ
っ
た
役
員
と
団
体
の

皆
様
、
先
生
方
に
は
心
よ
り
感
謝
い
た
し
ま

す
。（
平
形
さ
ん
）

今
年
の
六
月
祭
は
昨
年
よ
り
1
団
体
増
え

10
団
体
が
参
加
す
る
こ
と
と
な
り
、
タ
イ
ム

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
の
変
更
や
、
各
団
体
間
の
公

平
性
を
保
つ
よ
う
に
ペ
ナ
ル
テ
ィ
基
準
の
明

確
化
な
ど
行
う
た
め
、
3
月
下
旬
か
ら
準
備

を
始
め
ま
し
た
。
ド
タ
バ
タ
と
し
た
3
日
間

で
し
た
が
新
入
生
の
若
々
し
さ
を
見
ら
れ
て
、

と
て
も
楽
し
い
六
月
祭
と
な
り
ま
し
た
。
六

月
祭
が
無
事
終
わ
り
、
と
て
も
い
い
思
い
出

と
な
り
ま
し
た
。（
倉
田
さ
ん
）

iK r a r
i

全員が笑顔で記念写真をとりました！

閉会式ではみんなで校歌を斉唱

　高千
穂大学

で光り輝
く

第
47
回 
体
育
祭
を
開
催

第
46
回 

六
月
祭
を
開
催

人間科学部　人間科学専攻　3年
東京都立王子総合高等学校出身
迫ゼミ、体育会本部、排球部

養田かれん

経営学部　企業経営コース　3年
東京都私立科学技術学園高等学校出身
黒川ゼミ、学術文化団体連合会本部、美術部

倉田優樹

人間科学部　児童教育専攻　3年
神奈川県私立武相高等学校出身
新井ゼミ、体育会本部、軟式野球愛好会 

中里純基

人間科学部　人間科学専攻　3年
群馬県立前橋東高等学校出身
徳田ゼミ、学友会本部、
学術文化団体連合会本部、美術部

平形真美

（写真右）

（写真右）

（写真左）

（写真左）

今
年
も
数
多
く
の
ユ
ニ
ー
ク
な
競
技
が
生
ま
れ
、怪
我
も
な
く
全
員
が

楽
し
く
参
加
で
き
ま
し
た
。

団
結
式
と
看
板
審
査
、ニ
ュ
ー
カ
レ
ッ
ジ
コ
ン
テ
ス
ト
＆
芸
術
祭・音
楽
祭
が
行
わ
れ
、

団
体
の
そ
れ
ぞ
れ
の
個
性
が
披
露
さ
れ
ま
し
た
。

Specia
l

学友会はお揃い
のＴシャツで気
合十分！

音楽祭は大盛
り上がり！
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今
回
の

紹
介
エ
リ
ア
は

山
田
　
大
学
選
び
の
時
に
担
当
の
先
生

か
ら
紹
介
し
て
も
ら
い
ま
し
た
。
オ
ー

プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
で
は
個
別
相
談
で
石

井
教
授
に
説
明
し
て
い
た
だ
き
入
学
前

か
ら
「
先
生
と
近
い
」と
こ
ろ
を
実
感

し
ま
し
た
（
笑
）。
ゼ
ミ
の
成
田
教
授
も

食
事
な
ど
に
も
付
き
合
っ
て
く
れ
る
、

大
学
で
一
番
好
き
な
先
生
で
す
。

加
藤
木
　
私
も
「
先
生
と
近
い
」大
学

だ
と
感
じ
て
い
ま
す
。
い
い
意
味
で

「
お
節
介
だ
な
ぁ
〜
」と
日
頃
か
ら
思
っ

て
い
ま
す
（
笑
）。
ゼ
ミ
の
吉
原
先
生
も

み
ん
な
の
お
母
さ
ん
の
様
な
感
じ
で
と

て
も
良
く
し
て
も
ら
っ
て
い
ま
す
。
昨

年
度
の
卒
業
式
は
送
辞
を
読
む
在
学
生

代
表
に
選
ん
で
頂
き
と
て
も
誇
り
に
思

い
ま
し
た
。

深
澤
　
私
も
同
じ
で
す
。
面
倒
見
の
良

い
大
学
と
い
う
と
こ
ろ
が
選
ん
だ
決
め

手
で
す
。
部
活
は
ア
メ
フ
ト
部
に
所
属

し
て
い
て
、
ト
レ
ー
ナ
ー
と
し
て
選
手

の
テ
ー
ピ
ン
グ
や
怪
我
の
ケ
ア
を
し
て

い
ま
す
。
上
級
生
に
な
る
に
つ
れ
、
頼

ら
れ
る
こ
と
が
多
く
な
っ
た
の
が
と
て

も
う
れ
し
い
で
す
。

山
田
　
僕
の
地
元
下
田
の
海
が
断
然

お
す
す
め
で
す
。
水
質
評
価
が
A
A
で

日
本
で
は
下
田
と
沖
縄
だ
け
な
ん
で
す
。

有
名
な
C
M
や
ド
ラ
マ
で
使
わ
れ
る
ほ

ど
で
す
。
食
べ
物
は
金
目
鯛
を
代
表
に

海
の
幸
全
般
で
す
。
東
京
で
は
絶
対
に

食
べ
ら
れ
な
い
美
味
し
い
も
の
ば
か
り

で
す
。

加
藤
木
　
私
は
修
善
寺
の
温
泉
が
と
て

も
好
き
で
す
。
着
物
レ
ン
タ
ル
が
あ
り

み
ん
な
で
着
替
え
て
散
歩
が
で
き
ま
す
。

大
学
の
友
達
を
連
れ
て
行
き
「
最
高
！

す
ご
い
満
喫
で
き
た
！
」と
言
っ
て
も

ら
い
ま
し
た
。

深
澤
　
地
元
の
富
士
サ
フ
ァ
リ
パ
ー
ク

が
お
す
す
め
で
す
。
動
物
が
間
近
で
見

れ
、
特
に
バ
ス
の
中
か
ら
の
餌
や
り
は

迫
力
満
点
で
す
！
あ
と
は
地
元
の
吉
原

市
が
プ
ッ
シ
ュ
し
て
い
る
B
級
グ
ル
メ

”つ
け
ナ
ポ
リ
タ
ン“
で
す
。
と
て
も
斬

新
で
面
白
い
で
す
が
味
は
ナ
ポ
リ
タ
ン

そ
の
も
の
で
す
（
笑
）。

地元の海は
日本一です！

おいしいものが
たくさんあります

B級グルメも
豊富です

【 】

今
年
の
ご
当
地
自
慢
は
さ
ら
に
パ
ワ
ー
ア
ッ
プ
！

今
号
は
関
東
甲
信
越
静
ブ
ロ
ッ
ク
か
ら
、

一
番
在
学
生
数
が
多
い
静
岡
県
を
と
り
あ
げ
、

代
表
の
在
学
生
3
名
に
ご
当
地
自
慢
を
し
て
頂
き
ま
し
た
。

座
談
会

商学部　会計コース　4年
静岡県立下田高等学校出身
成田ゼミ、ジャズ研究会

山田海里

人間科学部　人間科学専攻　4年
静岡県立田方農業高等学校出身
吉原ゼミ

加藤木美咲子

商学部　会計コース　3年
静岡県富士市立高等学校出身、
倉茂ゼミ、アメリカンフットボール部

深澤あゆみ

藤井理事長も下田高校出身です。サッ
カー部の顧問は厳しく、担任の先生には
優しく指導いただきました（笑）。文化
祭で始めたバンドは、今もドラムを続け
ています。

農作物や食品を作って、出来によって成
績になるのが面白かったです。スイカや
パン等たくさん作りました。正直なとこ
ろ中学生には是非オススメしたいと思っ
ています（笑）。

旧吉原商業時代からの吉商本舗が文化祭
で有名です。私達もケーキを仕入れて
喫茶店で販売し、利益を出すことができ、
経営や販売を実践して学ぶことができま
した。

山田さんの出身高校は 加藤木さんの出身高校は

静岡県立下田高等学校 静岡県立田方農業高等学校 静岡県富士市立高等学校

深澤さんの出身高校は

高
千
穂
大
学
を
選
ん
だ
理
由
、

大
学
生
活
に
つ
い
て

静
岡
県
の
オ
ス
ス
メ
を
紹
介
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■資金収支計算書（別表１） （単位：千円）

支出の部 収入の部
科　　目

金　額
科　　目

金　額
平成27年度 平成26年度 増減 平成27年度 平成26年度 増減

人件費支出 1,316,505 1,437,989 △ 121,484 学生生徒等納付金収入 1,887,778 1,980,181 △ 92,403
教育研究経費支出 586,317 459,268 127,049 手数料収入 29,882 31,584 △ 1,702
管理経費支出 172,646 203,534 △ 30,888 寄付金収入 7,360 6,166 1,194
借入金等利息支出 800 1,333 △ 533 補助金収入 635,437 208,459 426,978
借入金等返済支出 44,440 44,440 0 受取利息・配当金 65,873 102,141 △ 36,268
施設関係支出 1,025,714 1,536,177 △ 510,463 資産売却収入 658,562 113,907 544,655
設備関係支出 182,067 63,238 118,829 雑収入 88,374 152,550 △ 64,176
資産運用支出 5,491,033 4,119,330 1,371,703 借入金等収入 500,000 1,000,000 △ 500,000
その他の支出 54,619 58,222 △ 3,603 前受金収入 893,691 890,543 3,148
資金支出調整勘定 △ 47,600 △ 49,967 2,367 その他の収入 4,911,483 5,424,732 △ 513,249
次年度繰越支払資金 5,443,132 5,988,498 △ 545,366 資金収入調整勘定 △ 1,397,265 △ 1,071,981 △ 325,284
支出の部合計 14,269,673 13,862,062 407,611 前年度繰越支払資金 5,988,498 5,023,780 964,718

収入の部合計 14,269,673 13,862,062 407,611

■事業活動収支計算書（消費収支計算書）（別表２） （単位：千円）

支出の部 収入の部
科　　目

金　額
科　　目

金　額
平成27年度 平成26年度 増減 平成27年度 平成26年度 増減

人件費 1,324,600 1,428,533 △ 103,933 学生生徒等納付金 1,887,778 1,980,181 △ 92,403
教育研究経費 873,715 734,448 139,267 手数料 29,882 31,584 △ 1,702
管理経費 198,002 225,415 △ 27,413 寄付金 10,197 7,921 2,276
借入金等利息 800 1,333 △ 533 補助金 635,437 208,459 426,978
資産処分差額 175,931 1,997 173,934 資産運用収入 65,873 102,141 △ 36,268
徴収不能額 0 455 △ 455 資産売却差額 4,038 159,194 △ 155,156
事業活動支出（消費支出）合計 2,573,048 2,392,181 180,867 雑収入 88,374 152,550 △ 64,176
基本金組入前当年度収支差額 148,531 249,849 △ 101,318 事業活動収入（帰属収入）合計 2,721,579 2,642,030 79,549
当年度収支差額 △ 92,152 1,942 △ 94,094 基本金組入額 △ 240,683 △ 247,907 7,224
翌年度繰越消費収支差額 1,677,576 1,769,728 △ 92,152 消費収入の部合計 2,480,896 2,394,123 86,773

■貸借対照表（別表３） （単位：千円）

資産の部 負債・基本金・消費収支差額の部
科　　目

金　額
科　　目

金　額
平成27年度 平成26年度 増減 平成27年度 平成26年度 増減

固定資産 14,010,760 13,562,157 448,603 固定負債 2,116,688 1,653,033 463,655
有形固定資産 8,774,918 8,044,495 730,423 長期借入金 1,500,000 1,044,440 455,560
土地 1,155,093 1,155,093 0 退職給与引当金 616,688 608,593 8,095
建物 5,214,422 3,638,561 1,575,861 流動負債 1,028,416 1,034,527 △ 6,111
機器備品 286,437 200,411 86,026 短期借入金 44,440 44,440 0
図書 1,355,302 1,354,962 340 前受金 893,692 891,835 1,857
建設仮勘定 584,867 1,604,759 △ 1,019,892 その他 90,284 98,252 △ 7,968

　その他 178,797 90,709 88,088 負債の部合計 3,145,104 2,687,560 457,544
特定資産 5,218,419 5,517,662 △ 299,243 基本金 15,627,802 15,387,119 240,683
　施設拡充引当特定資産 0 1,325,687 △ 1,325,687 第１号基本金 13,863,383 13,099,369 764,014
第2号引当特定資産 779,343 0 779,343 第２号基本金 779,343 1,325,687 △ 546,344
第3号基本金引当資産 789,076 766,063 23,013 第３号基本金 789,076 766,063 23,013
退職給与引当特定資産 600,000 600,000 0 第４号基本金 196,000 196,000 0

　減価償却引当特定資産 3,050,000 2,800,000 250,000 翌年度繰越消費収支差額 1,677,576 1,769,728 △ 92,152
その他の固定資産 17,423 2,825,912 △ 2,808,489 合  計 20,450,482 19,844,407 606,075

流動資産 6,439,722 6,282,250 157,472
現金預金 5,443,132 5,988,498 △ 545,366
有価証券 471,401 128,235 343,166
その他 525,189 165,517 359,672

合  計 20,450,482 19,844,407 606,075

2
億
4
千
万
円
で
し
た
。　
　
　

支
出
の
う
ち
、人
件
費
は
、1
億
4
百
万

円
減
の
13
億
25
百
万
円
で
し
た
。
旧
1

号
館
解
体
費
1
億
26
百
万
円
を
含
め
、

1
億
39
百
万
円
増
の
8
億
73
百
万
円

で
し
た
。
管
理
経
費
は
27
百
万
円
減
の

1
億
98
百
万
円
と
な
り
ま
し
た
。
借
入

金
等
利
息
は
、
登
戸
グ
ラ
ウ
ン
ド
取
得

の
た
め
の
借
入
金
の
利
息
で
す
。

こ
れ
ら
の
支
出
の
合
計
で
あ
る
事

業
活
動
支
出
計
（
企
業
会
計
の
費
用

に
相
当
）は
、
1
億
81
百
万
円
増
の

25
億
73
百
万
円
で
し
た
。

基
本
金
組
入
前
当
年
度
収
支
差
額

は
1
億
49
百
万
円
と
な
り
、
基
本
金
組

入
前
当
年
度
収
支
差
額
か
ら
基
本
金
組

入
額
を
引
い
た
当
年
度
収
支
差
額
は
、

△
92
百
万
円
と
な
り
ま
し
た
。

事
業
活
動
収
支
差
額
比
率
（
帰
属
収

支
差
額
比
率
）は
、
高
い
ほ
ど
経
営
的

に
安
定
し
て
い
る
と
さ
れ
ま
す
が
、
平

成
26
年
度
の
本
学
と
同
規
模
私
大
の
平

均
が
6.
5
%
で
あ
っ
た
の
に
対
し
本

学
の
平
成
27
年
度
の
比
率
は
7.
6
%

と
な
り
、
安
定
し
た
経
営
状
態
で
あ
る

と
言
え
ま
す
。

平
成
27
年
よ
り
学
校
法
人
会
計

基
準
が
改
正
さ
れ
、
企
業
会
計
の
損

益
計
算
書
に
相
当
す
る
従
来
の
消
費

収
支
計
算
書
に
か
わ
り
事
業
活
動
収

支
計
算
書
（
別
表
2
）で
、
平
成
27
年

度
と
平
成
26
年
度
を
比
較
し
て
本
学

の
経
営
状
態
を
説
明
し
ま
す
。

収
入
の
う
ち
、
学
生
生
徒
等

納
付
金
は
、
学
部
学
生
数
の
減
少

に
よ
り
9
2,
4
0
3
千
円
減
の

1,
8
8
8
百
万
円
で
し
た
。
寄
付

金
収
入
は
、
父
母
の
会
・
同
窓
会
等

か
ら
の
寄
付
に
よ
り
1
千
万
円
で
し

た
。
補
助
金
収
入
は
、
国
や
東
京
都
・

杉
並
区
等
か
ら
の
交
付
金
で
す
が

4
億
27
百
万
円
増
の
6
億
35
百
万
円

で
し
た
。
増
加
の
要
因
は
私
立
学
校

施
設
整
備
補
助
金
に
よ
る
も
の
で
す
。

こ
れ
ら
の
収
入
の
合
計
で
あ
る

事
業
活
動
収
入
計
（
企
業
会
計
の

収
益
に
相
当
）は
、
79
百
万
円
増
の

27
億
21
百
万
円
で
し
た
。

学
校
法
人
が
教
育
・
研
究
水
準

を
維
持
・
向
上
し
て
い
く
た
め
に
事

業
活
動
収
入
の
中
か
ら
組
み
入
れ

た
基
本
金
の
額
は
7
百
万
円
減
の

決
算
の
概
要

A Summary of Budget

平
成
27
年
度
決
算
に
つ
い
て
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■平成28年度 資金収支予算書（要約） （単位：千円）

支出の部 収入の部
科　　目

金　額
科　　目

金　額
平成28年度 平成27年度 増減 平成28年度 平成27年度 増減

人件費支出 1,378,707 1,310,979 67,728 学生生徒等納付金収入 1,897,660 1,915,086 △ 17,426
教育研究経費支出 485,150 501,210 △ 16,060 手数料収入 34,518 35,349 △ 831
管理経費支出 168,124 165,032 3,092 寄付金収入 5,005 5,602 △ 597
借入金等利息支出 267 800 △ 533 補助金収入 203,683 199,342 4,341
借入金等返済支出 44,440 44,440 0 資産売却収入 95,759 14,471 81,288
施設関係支出 1,207,264 1,321,997 △ 114,733 受取利息・配当金収入 64,530 76,514 △ 11,984
設備関係支出 70,700 81,460 △ 10,760 雑収入 73,205 76,386 △ 3,181

資産運用支出 1,787,611 1,792,936 △ 5,325 借入金等収入 0 500,000 △ 500,000
その他の支出 34,700 85,520 △ 50,820 前受金収入 938,440 928,685 9,755
［予備費］ 30,000 50,000 △ 20,000 その他の収入 1,511,117 2,479,675 △ 968,558
資金支出調整勘定 △ 80,000 △ 79,850 △ 150 資金収入調整勘定 △ 966,663 △ 1,033,975 67,312
次年度繰越支払資金 3,003,550 4,273,259 △ 1,269,709 前年度繰越支払資金 4,273,258 4,350,648 △ 77,390
支出の部合計 8,130,512 9,547,783 △ 1,417,271 収入の部合計 8,130,512 9,547,783 △ 1,417,271

■平成28年度 事業活動収支予算書（要約） （単位：千円）
科　　目 平成28年度 平成27年度 増減

学生生徒納付金 1,897,660 1,915,086 △ 17,426
手数料 34,518 35,349 △ 831
寄付金 2,005 2,602 △ 597
経常費等補助金 203,683 199,342 4,341
雑収入 73,205 76,386 △ 3,181
教育活動収入計 2,211,071 2,228,765 △ 17,694
人件費 1,363,011 1,319,550 43,461
教育研究経費 761,150 767,823 △ 6,673
管理経費 192,124 187,729 4,395
教育活動支出計 2,316,285 2,275,102 41,183
教育活動収支差額 △ 105,214 △ 46,337 △ 58,877
受取利息・配当金 64,530 76,514 △ 11,984
教育活動外収入計 64,530 76,514 △ 11,984
借入金等利息 267 800 △ 533
教育活動外支出計 267 800 △ 533
教育活動外収支差額 64,263 75,714 △ 11,451
資産売却差額 2,060 140 1,920
その他の特別収入 3,500 3,500 0
特別収入計 5,560 3,640 1,920
資産処分差額 279,673 161,769 117,904
特別支出計 279,673 161,769 117,904
特別収支差額 △ 274,113 △ 158,129 △ 115,984

[予備費] 30,000 30,000 0
基本金組入前当年度収支差額 △ 345,064 △ 158,752 △ 186,312
基本金組入額合計 △ 1,456,506 △ 225,978 △ 1,230,528
当年度収支差額 △ 1,801,570 △ 384,730 △ 1,416,840
前年度繰越収支差額 1,383,174 1,767,904 △ 384,730
翌年度繰越収支差額 △ 418,396 1,383,174 △ 1,801,570

事業活動収入計 2,281,161 2,308,919 △ 27,758
事業活動支出計 2,596,225 2,437,671 158,554

予
算
の
概
要

2
億
79
百
万
円
を
計
上
し
て
い
ま
す
。

こ
こ
ま
で
の
収
支
差
額
が
基
本
金

組
入
前
当
年
度
収
支
差
額
と
な
り
△

3
億
45
百
万
円
を
見
込
ん
で
い
ま
す
。

基
本
金
組
入
額
は
、
新
体
育
館
の

建
設
仮
勘
定
分
、
将
来
に
備
え
た
積
立

金
、
奨
学
金
の
原
資
と
な
る
積
立
金

等
を
組
入
れ
る
た
め
、
27
年
度
よ
り

12
億
3
千
万
円
の
増
加
と
な
り
ま
す
。

よ
っ
て
当
年
度
収
支
差
額
は
約
△

18
億
円
と
な
り
ま
す
。

次
に
、
そ
の
年
度
の
諸
活
動
に
対
応

す
る
す
べ
て
の
収
入
お
よ
び
支
出
に
よ

る
支
払
資
金
の
収
入
・
支
出
の
て
ん
末

を
明
ら
か
に
す
る
と
い
う
点
で
、
企
業

会
計
の
キ
ャ
ッ
シ
ュ
フ
ロ
ー
計
算
書
と

同
じ
目
的
を
も
っ
た
資
金
収
支
予
算
書

に
つ
い
て
説
明
し
ま
す
。

資
金
収
入
は
平
成
29
年
度
分
の
納

付
金
の
平
成
28
年
度
中
受
入
額
で
あ
る

前
受
金
収
入
9
億
38
百
万
円
お
よ
び

平
成
27
年
度
か
ら
の
繰
越
支
払
資
金

42
億
73
百
万
円
を
含
ん
で
81
億
30
百
万

円
と
な
り
ま
す
。
平
成
28
年
度
の
諸
活

動
に
対
応
す
る
収
入
と
支
出
が
生
じ
た

結
果
、
平
成
28
年
度
末
に
お
け
る
平
成

29
年
度
へ
の
繰
越
支
払
資
金
は
約
30
億

円
と
な
る
見
込
み
で
す
。

ま
ず
、
学
校
法
人
の
経
営
状
態
を

把
握
す
る
た
め
に
、
企
業
会
計
で
の

損
益
計
算
書
に
ほ
ぼ
相
当
す
る
事
業

活
動
収
支
予
算
書
を
説
明
い
た
し
ま

す
。平

成
28
年
度
の
教
育
活
動
収
入

計
は
、
学
部
学
生
数
減
に
よ
り
学

生
納
付
金
が
18
億
98
百
万
円
（
平

成
27
年
度
比
17
百
万
円
減
）と
減
少

す
る
た
め
22
億
11
百
万
円
と
な
っ

て
い
ま
す
。
一
方
、
教
育
活
動
支

出
は
、
教
員
の
増
加
に
よ
り
人
件

費
が
13
億
63
百
万
円
（
平
成
27
年

度
比
43
百
万
円
増
）、
教
育
研
究
経

費
計
は
7
億
6
千
万
円
、
管
理
経
費

計
は
1
億
9
千
万
円
と
な
り
合
計

23
億
16
百
万
円
と
な
り
ま
す
。

教
育
活
動
外
収
支
の
教
育
活
動

外
収
入
は
主
に
受
取
利
息
・
配
当
金

で
あ
り
6
4,
5
3
0
千
円
、教
育
活

動
外
支
出
は
登
戸
グ
ラ
ン
ド
取
得
の

た
め
の
借
入
金
の
支
払
利
息
で
す
。

特
別
収
支
は
資
産
売
却
差
額
、

施
設
設
備
取
得
の
た
め
の
寄
付

金
、
資
産
処
分
差
額
と
な
り
、
今
年

度
は
現
7
・
8
号
館
の
処
分
差
額

Overview of budget

平
成
28
年
度
予
算
に
つ
い
て

教
育
活
動
収
支

教
育
活
動
外
収
支

特
別
収
支

ン
・
ス
キ
ル
、
論
理
的
思
考
力
、

問
題
解
決
力
、
社
会
的
責
任
感

等
）向
上
へ
の
取
組
み

○ 「
高
千
穂
セ
ー
フ
テ
ィ
ー
ネ
ッ

ト
」
の
導
入
と
効
果
性
を
検
証

す
る
。

3.

大
学
院
教
育

○ 

授
業
評
価
ア
ン
ケ
ー
ト
の
春･

秋

2
回
実
施
。

○ 

研
究
発
表
会
・
研
究
論
文
発
表
奨

励
・
学
会
発
表
奨
励
等
に
よ
る
指

導
の
充
実
。

4.

研
究
活
動

○ 

中
国
中
央
財
経
大
と
の
共
同
研

究
20
周
年
を
記
念
し
日
本
、
中

国
に
て
国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を

開
催
す
る
。

5.

学
習
・
キ
ャ
リ
ア
支
援

○ 

資
格
取
得
に
よ
る
キ
ャ
リ
ア
形

成
支
援
を
目
的
と
し
、「
会
計
」

「
ビ
ジ
ネ
ス
」「
情
報｣｢

語
学
」

「
人
間
教
育
」「
基
礎
学
力
」「
教

職
」「
就
業
力
」「
社
会
・
労
働
保

険
」の
9
分
野
11
講
座
を
開
設

す
る
。

○ 

学
業
成
績
優
秀
者
奨
学
生
・
小

池
厚
之
助
賞
等
表
彰
奨
学
金
、

公
的
資
格
取
得
支
援
等
奨
学

金
の
授
与
。

○ 

学
内
選
抜
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ

の
充
実

6.

図
書
館

○ 

高
千
穂
大
学
学
術
リ
ポ
ジ
ト
リ
の

公
開
。（
継
続
）

7.

入
学
者
確
保

○
入
試
本
部
制
の
導
入
。

○ 

教
職
員
に
よ
る
高
校
訪
問
の

実
施
。

○ 

遠
隔
地
志
願
者
の
検
定
料
割

引
制
度
の
拡
充
。

〈
平
成
28
年
度
の
主
な
事
業
〉

1.

法
人
関
係

○ 

新
7
・
8
号
館（
仮
称
）
の
建
設

を
進
め
、
平
成
28
年
度
卒
業
式

を（
仮
）新
体
育
館
に
て
行
う
。

○ 

理
事
長
室
に
I
R
機
能
を
導
入

し
関
連
事
務
局
担
当
者
と
の
連

携
を
図
る
。

2.

学
部
関
係

○ 

人
間
科
学
部
人
間
科
学
専
攻
に

心
理・
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

コ
ー
ス
及
び
社
会・
ラ
イ
フ
デ
ザ

イ
ン
コ
ー
ス
の
2
コ
ー
ス
を
導
入

す
る
。

○ 「
ゼ
ミ
Ⅰ
」
を
新
た
な
指
導
マ

ニ
ュ
ア
ル
に
基
づ
き
実
施
し
、

「
活
動
・
体
験
型
学
習
」
に
よ
り

「
大
学
生
活
の
目
標
設
定
」
を
手

助
け
す
る
内
容
と
す
る
。

○ 

学
士
力（
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

（参考）



　
父
母
の
会
は
郷
土
企
画
を
実
施
し
ま
し
た
。

神
奈
川
県
支
部
は
鳩
サ
ブ
レ
ー
。
近
畿
・
中
国
・

四
国
ブ
ロ
ッ
ク
支
部
は
夏
み
か
ん
ゼ
リ
ー
。
茨

城
県
支
部
は
サ
ラ
ダ
と
納
豆
。
北
海
道
・
東
北

ブ
ロ
ッ
ク
支
部
は
ハ
ス
カ
ッ
プ
ゼ
リ
ー
。
千
葉

県
支
部
は
び
わ
ゼ
リ
ー
。
九
州
ブ
ロ
ッ
ク
支
部

は
ヨ
ー
グ
ル
ッ
ペ
。
栃
木
県
支
部
は
と
ち
お
と

め
ミ
ル
キ
ー
。
埼
玉
県
支
部
は
な
ま
ず
煎
餅
を

配
布
し
ま
し
た
。
ご
参
加
頂
き
ま
し
た
父
母
の

皆
様
、あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

 高千
穂の今が分かる
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4月23日/5月6・21・31日/6月1・19・25日/ 7月8日

6月11・12・14日

5月28日/6月16-18日

6 月22日

6 月1日

　
5
月
28
日
第
47
回
体
育
祭
が
登
戸
総
合
グ

ラ
ウ
ン
ド
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
晴
天
に
恵
ま

れ
、
約
3
0
0
名
の
学
生
や
職
員
ら
が
参
加
し

ま
し
た
。
今
年
の
優
勝
は
ア
メ
リ
カ
ン
フ
ッ
ト

ボ
ー
ル
部
、
2
位
は
硬
式
庭
球
部
、
3
位
は
高

千
穂
祭
実
行
委
員
会
（
チ
ー
ム 

ホ
ッ
ピ
ン
グ

シ
ャ
ワ
ー
）と
な
り
、
在
学
生
や
職
員
ら
の
親

睦
や
交
流
が
深
ま
っ
た
1
日
と
な
り
ま
し
た
。

6
月
16-

18
日
に
は
第
46
回
六
月
祭
を
開
催
。

6
月
16
日
は
団
結
式
と
看
板
審
査
、
17
日
は

ニ
ュ
ー
カ
レ
ッ
ジ
コ
ン
テ
ス
ト
＆
芸
術
祭
、
18

日
は
音
楽
祭
と
閉
会
式
を
行
い
ま
し
た
。
総
合

順
位
の
結
果
は
、
1
位
が
美
術
部
、
2
位
が
ダ

ン
ス
愛
好
会
、
3
位
フ
ォ
ー
ク
ソ
ン
グ
研
究
会

と
な
り
ま
し
た
。

　
今
年
度
多
数
の
応
募
者
の
な
か
か
ら
、
8
名

を
採
用
し
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
皆
さ
ん
の
さ
ま

ざ
ま
な
活
動
を
、
学
生
ス
タ
ッ
フ
が
取
材
・
撮

影
に
伺
い
ま
す
。
私
の
ゼ
ミ
や
部
活
・
サ
ー
ク

ル
を
取
材
や
撮
影
し
て
も
ら
い
た
い
！
な
ど
ご

希
望
あ
る
場
合
、
気
軽
に
広
報
課
ま
で
連
絡
く

だ
さ
い
。
み
な
さ
ん
の
魅
力
を
大
学
の
外
部
へ

発
信
し
て
い
き
ま
す
！
広
報
課
学
生
ス
タ
ッ
フ

一
同
、宜
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

平
成
28
年
東
京
新
大
学
野
球
連
盟
1
部
春

季
リ
ー
グ
戦
の
結
果
は
、
1
勝
10
敗
の
6
位
と

な
っ
た
。
そ
の
た
め
1
部
・
2
部
の
入
れ
替
え

戦
と
な
り
、
高
千
穂
大
学
は
2
部
リ
ー
グ
で

優
勝
し
た
東
京
学
芸
大
学
と
6
月
11
日
、
12
日
、

14
日
に
対
戦
し
た
。
第
1
戦
目
は
6-

9
で
東

京
学
芸
大
学
の
勝
利
。
第
2
戦
目
は
9-

2
で

高
千
穂
大
学
が
7
回
コ
ー
ル
ド
で
勝
利
。
最
終

戦
は
5-

2
で
高
千
穂
大
学
が
勝
利
し
、
入
れ

替
え
戦
の
結
果
、
2
勝
1
敗
の
高
千
穂
大
学
が

１
部
残
留
を
決
め
た
。
た
く
さ
ん
の
応
援
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
秋
季
リ
ー
グ
も
引
き

続
き
、応
援
を
宜
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　
笑
い
を
学
術
的
に
研
究
し
て
い
る
小
向
ゼ

ミ
は
、
よ
し
も
と
ク
リ
エ
イ
テ
イ
ブ
・
エ
ー
ジ
ェ

ン
シ
ー
よ
り
、
猫
塾
・
ぷ
り
ず
ん
・
湘
南
パ
イ
プ

キ
ャ
ッ
ツ
・
ウ
ォ
ン
バ
ッ
ト
・
メ
ク
ル
メ
ク
リ

ン
さ
ん
を
ゲ
ス
ト
に
お
迎
え
し
、
合
同
ゼ
ミ
講

座
を
開
催
し
ま
し
た
（
メ
ク
ル
メ
ク
リ
ン
の
関

陽
介
さ
ん
は
本
学
出
身
）。
主
な
プ
ロ
グ
ラ
ム

笹金学長よりト
ロフィーを授与さ
れる

体育祭で優勝した
アメリカンフット
ボール部

入替戦終了後の集合写真（硬式野球部ＨＰより）

とても盛り
上がった音
楽祭

六月祭で入賞したみなさん

父
母
の
会
が

郷
土
企
画
を
実
施

広
報
課
学
生
ス
タ
ッ
フ
が

活
動
を
開
始

人
間
科
学
部（
小
向
ゼ
ミ
）が

お
笑
い
芸
人
を
外
部
講
師
に
招
聘

体
育
祭
・
六
月
祭
を
開
催

硬
式
野
球
部

1
部
リ
ー
グ
残
留
決
定



は
、メ
ク
ル
メ
ク
リ
ン
に
よ
る
講
座
、ゼ
ミ
対
抗

I
P
P
O
N
グ
ラ
ン
プ
リ
、
ネ
タ
の
披
露
で
し

た
。芸
人
さ
ん
た
ち
に
圧
倒
さ
れ
、た
じ
た
じ
の

進
行
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
こ
と
が
反
省
点
で
す

が
、参
加
し
て
下
さ
っ
た
皆
さ
ん
が
、温
か
く
見

守
っ
て
く
だ
さ
り
深
謝
し
て
い
ま
す
。
ど
う
も

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。（
小
向
教
授
）

金
属
の
折
り
紙
、
精
巧
な
木
型
、
電
気
の
お

医
者
さ
ん
、
ハ
ン
ド
メ
イ
ド
風
船
…
そ
ん
な
ス

ゴ
イ
技
術
を
持
つ
中
小
企
業
4
社
を
、
経
営
学

部 

河
合
ゼ
ミ
・
川
名
ゼ
ミ
の
学
生
た
ち
が
半
年

か
け
て
徹
底
的
に
取
材
・
研
究
し
、
4
社
の
魅

力
を
学
生
た
ち
が
そ
れ
ぞ
れ
紹
介
す
る
プ
レ
ゼ

ン
バ
ト
ル
を
開
催
し
ま
し
た
。
午
後
は
社
会
人

と
学
生
が
混
じ
り
合
い
、
た
く
さ
ん
の
ア
イ
デ

ア
や
議
論
を
飛
び
交
わ
し
な
が
ら
の
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
を
お
こ
な
い
、
4
社
の
未
来
像
を
み

ん
な
で
発
表
し
ま
し
た
。
在
学
生
は
普
段
は
触

れ
合
う
こ
と
の
な
い
経
営
者
の
方
々
と
の
交
流

で
刺
激
的
な
1
日
と
な
り
ま
し
た
。
プ
レ
ゼ
ン

バ
ト
ル
の
優
勝
チ
ー
ム
は
、
マ
ル
サ
斉
藤
ゴ
ム

社
の
プ
レ
ゼ
ン
を
し
た
依
田
く
ん
チ
ー
ム
で
し

た
（
河
合
ゼ
ミ
と
川
名
ゼ
ミ
の
混
成
チ
ー
ム
）。

中
国
・
中
央
財
経
大
学
と
の
共
同
研
究
20
周

年
記
念
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
た
め
、
藤
井
理
事
長
、

高
田
教
授
、新
津
教
授
、大
島
教
授
、教
育
研
究

事
務
部
・
千
葉
部
長
が
訪
中
し
た
。
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表紙の人

芸人さん達のプロの技に皆が注目 小向ゼミとよしもとの芸人さんたち

プレゼンバトルで優
勝した依田くんチー
ムのみなさん

企業の魅力発信
イベントに参加
した河合ゼミ・川
名ゼミ・経営者の
みなさん

メクルメクリンさん（左：川嶋おも
ちさん、右：本学出身の関陽介さん）

（H28.7.10 時点の進行状況）

球技室屋根最初の鉄骨を６／３に計画通り組み、実習室
部も建上がり、大凡の外観が分かるようになっています。
これからは設備や内外装仕上げ工事に着手し、１月から
の部分使用、卒業式に間に合うように進めています。

（写真：右下）

（写真：左下）

（写真：左上）

（写真：右上）

商学部　マーケティングコース　3年
神奈川県立小田原総合ビジネス高等学校出身、桃崎ゼミ

小濵 奈美子

人間科学部　人間科学専攻　3年
東京都立千歳丘高等学校出身、齋藤ゼミ

上田 千恵子

経営学部　企業経営コース　3年
東京都私立日本工業大学駒場高等学校出身
竹内慶司ゼミ、フットサル愛好会

大山 港平

商学部　マーケティングコース　3年
東京都私立京華商業高等学校出身
新津ゼミ、バドミントン愛好会

釜ヶ澤 良太

経
営
学
部 

河
合
ゼ
ミ
と
川
名
ゼ
ミ
が

企
業
の
魅
力
発
信
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
！

ア
ジ
ア
研
究
交
流
セ
ン
タ
ー

●編集長 浅見 雅郁
●委　員 坂田 利康
 西原 正人

卒業後に先生や後輩の活動や
クラブ・サークルの様子を知りたい！方は、
大学の公式アカウントまでアクセス！
大学の最新情報が分かります。

高千穂大学ソーシャルメディア
公式アカウント［クォータリー 高千穂］ 

●編集・印刷 orange corporation

N
A
S
A
が
「
史
上
最
も
暑
い

年
と
な
る
可
能
性
が
あ
る
」と

発
表
し
ま
し
た
が
、7

・8
月
の

気
温
が
ど
う
な
る
の
か
と
て
も
心
配
で
す
ね
。

今
号
の
オ
フ
・
キ
ャ
ン
パ
ス
ラ
イ
フ
の
企
画

で
紹
介
さ
れ
た
ス
ポ
ッ
ト
は
暑
い
夏
で
も
つ

い
出
か
け
た
く
な
る
よ
う
な
素
敵
な
と
こ
ろ

が
い
っ
ぱ
い
で
し
た
。
特
に
江
戸
川
の
花
火

大
会
は
私
も
何
回
か
足
を
運
ん
だ
こ
と
が
あ

り
、
と
て
も
お
す
す
め
で
す
。
隅
田
川
花
火

大
会
や
東
京
湾
大
華
火
祭
ほ
ど
知
名
度
は
な

い
の
で
す
が
迫
力
と
満
足
度
は
断
ト
ツ
で
す
。

暑
い
日
は
出
不
精
に
な
り
が
ち
で
す
が
体
調

に
十
分
気
を
つ
け
た
う
え
で
、
健
康
的
に
夏

を
楽
し
み
ま
し
ょ
う
。

編集
後記
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アリーナ棟建設レポート

クォータリー高千穂設置場所：図書館
（1階）、3号館（1階）、4号館（1・2階）、情
報メディアセンター、CS（1・2・3・4階）

6月29日 7月2日
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9号館

4号館

1号館
守衛所

5号館

2号館

8号館

弓道場

7号館

3号館

学風の碑

幼稚園舎

勧学の碑

セントラルスクエア

武道場
（杉並区指定有形文化財）

正門

井の頭線
（5分）

京王線
（8分）

井の頭線（10分）

のりかえ

井の頭線（13分）

徒歩
（7分）

高
千
穂
大
学

西永福 明大前

吉祥寺

新宿

渋谷

●中央線

●山手線　●埼京線
●中央線　●総武線
●地下鉄丸ノ内線

●山手線
●東急田園都市線
●東横線
●地下鉄銀座線
●地下鉄半蔵門線

■山手線・新宿駅または渋谷駅から西永福駅（井の頭線）まで13分   （新宿駅からの場合は、明大前のりかえ）
■中央線・吉祥寺駅から西永福駅（井の頭線）まで10分
■西永福駅から本学まで徒歩7分

MAPACCESS

高千穂大学広報誌

T A K A C H I H O  U N I V E R S I T Y

本学は、平成5年（1993）に大学基準協会の正会員となり、平成
15年（2003）に相互評価を受け適合、さらに平成22年（2010）
に全大学に対し義務付けられている認証評価を受審いたしました。
その結果、本学は、理念・目的の実現に向けた改善・改革の努力を
実践し、大学としてふさわしい教育・研究の要件を備えている大学
として、同協会の大学基準に適合していることを認定されました。

新体育館・7号館
建設中


